









このままではいけないとい うわけで、新年早々、 ・「低温 」という畑に、 でっか い 『ゆめ 』の花を咲か
せてみよろ。(つ まり、1でっか い 「ほ ら」を吹いてみようということ)
そ こで、 「低温を極める」分野に関 して触れてみよ う。
現在、到達 している最 も低 い温度 は、核断熱消磁を用いることに よ って、冷凍温度10-5K(冷却温
度10-7K>であるそ うだ 。そ して、 低温 の世界の見識ある方 々の中には、 これが 「低温の底」であると
いう見方 もあるそうだ。それが もし事実であるな ら、 「低温を極める」ために残 され ているのは、冷凍
効率の良い冷却物質の開発や冷凍器の改良だけということになる。 これで は『ゆめ 』も何 もあ ったもの
ではない。
私は、む しろ 「低温に底があ ってた まるか」と声を大 き くして叫びたい。(た とえそれが 「ほ ら」で
あ ったとしても)
少な くとも、核冷却が 「低温の底」であることが厳密に証明されない限 りは、 『ゆめ 』をもちつづけ
たい。さらに言 うな らば、今 まで誰 も気づかなか った 『ゆめ 』の エン トロ ピー源 を発見 し、 『ゆめ 』の
冷凍法を考え出そ う。既存の冷凍法の改良などは、『ゆめ 』をみることを忘れた現実主義の人 々にまか
せておこう。た とえ、その新 しい冷凍法 で、核冷凍を超えることが出来な くても、悲観す ることはない。
「ゆめ追い人」には 「ゆめ追 い人」の喜びというものがあるはずた。
*****「
しか し、 もし不幸 にして、 『ゆめ 』にうなされて苦 しいときには一 そのときは、 しば らくの間、温
度を10gス ケ ールで表示するこどをやめ よう一 そうすれば、'1σ一5Kも10-7Kも絶対零度付近の些
細な争いに見えて くる。
そ して、気を大 きくもち直 して、 「低温を極め る」ことか らしば らく離れて、 「低温畑を耕す」 こと
に従事しよう。そこか ら得 られ る収穫は豊富セあろ う。そ して、その紋穫か ら適当な滋養分を摂取 し、
気力が充実す るのを待 って、それか ら再び 『ゆめ 』を追って野原に出か けよう。





















低 温 と チ ョ ウ
















目の冬を過し、第3年 目の夏ようや く羽化 し、優雅な姿を現す。零下20度を越す極寒の氷河の下で卵や
蝋はどうして越冬できるのか興味があるが、その秘密は細胞液の凝固温度の低下と過冷却とである。細
胞液中にはグリセロールが含まれており、凝固点は氷点下17～18度にまで下っている。更に、外界の温
度と共に体温がゆっくり下ると過冷却状態となり、過冷却度は実に摂氏40度にも達するそうである。過
冷却液体の状態を保ちつつ、殆んど生活反応を示さない完全な冬眠状態で冬を越すと考えられる。液体
窒素に浸してカチカチに凍らした金魚を水で解かすと再び泳ぎだすという実験をどこかで見たことがあ
るように記憶している。この場合には、金魚の細胞内はどうなっているのであろうか。
過冷却状態のまま固相に転移するとガラスになる。ガラス状態は結晶と違 ってユニークではないので
構造や組成には大きな揺らぎがある。チ ョウでは個体間の差異は変異種や地方型として珍重されるが、
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